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表８：平成２４年１０月に実施された「たけのこムーブメント教室」のプログラム（アンパンマングループ）

《保護者のコメント》
・戸外でのムーブメントだったので気持ちもよさそうだった。刺激もたくさんあって眠ってしまうことがなく参加できてよかっ
た。
・芝生でのそり滑りがとても楽しめた。
・先生のひざに初めて座って参加できたことにびっくりした。戸外だったので運動量も倍あった。
・坂を一人で登るなど、いつもとは違う一面が見られた。
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表９：平成２４年１１月に実施された「たけのこムーブメント教室」のプログラム（アンパンマングループ）

《保護者のコメント》
・今朝、早く起きたので眠くならないか心配だったが、音楽の刺激があり、じっと聞いている姿が何度も見られた。アルミ缶の
感触を感じていた。
・毎月遊びが変化していて、楽しい環境がたくさんあって、本人も楽しむことができた。これからも是非参加したい。
・トランポリンやワンロールでの揺れが２ヶ月ぶりだったが、トランポリンがうまくとべるなど発見があった。動いた後はじっ
としていて、待てる時間も長くなった。
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表１０：平成２４年１２月に実施された「たけのこムーブメント教室」のプログラム（アンパンマングループ）

《保護者のコメント》
・袋にきらきらテープが入っていて、とても喜んでいたのが新発見だった。たけのこ教室に通うようになって、表情が豊かにな
ったと思う。
・楽しいことに集中していた。
・トランポリンで立つ姿勢で、楽しい表情をしていた。身体も揺れて音楽を聞いていた様子が見られたので嬉しかった。また、
布の感触を楽しんでいた。
・ペットボトルのツリーを何度も倒したり積み上げたりして楽しんでいた。
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表１２：平成２４年６月に実施された「たけのこムーブメント教室」のプログラム（ドラえもんグループ）

《保護者のコメント》
・回を重ねるごとにスタッフの先生との関わりが増えてきている。以前は知っている自分の保育園の先生②しか話しかけなかっ
たのに。
・ケンケンパーのリズムができるようになった（身体でリズミカルにジャンプすること）。集団での活動に自分から参加するよ
うになった。
・いつもより走ったり、止まったりする活動に活発に参加できるようになった。
・どんな活動にも一生懸命で、すごく楽しそうだった。本人は笑っているか待つことができずに泣いてしまうかだったが、喜ん
で参加していた。
・教室を休んでいた（８ヶ月間）ので久しぶりだったが、とても楽しんでいた。活動に抵抗なく入っていくことができて安心し
た。


